




Discharged, Unfertilized Eggs of the Cuttlefish, 
        Sepia (Metasepia)  tullbergi
Yutaka NATSUKARI
    A female cuttlefish, Sepia (Metasepia) tullbergi, kept in a table aquarium laid an egg mass in 
June, 1976, at the Fisheries Experimental Station of Nagasaki Uuiversity, Nomozaki, near Nagasaki. 
The eggs were  laid  individualy in one group  an Müller's gauze with wire frame which was placed 
previously in the aquarium. Each egg was cased within a capsule. A capsule was subspherical, about 
12 mm in length, about 10  nun in width, translucent milk white in color. One side of the capsule forms 
a short stock with a  flattend end, and with which the capsule attached to the gauze. The other side 
of a capsule was not pointed, unlike as those of Sepia officinalis and other sepiids. The egg was 
ellipsoid as a hen's egg, about 4.8 mm in  length, about 3.5 mm in width, and light yellow in color. In all 
the eggs, embryonic development failed to occur, so they seemed unfertilized.
ハ ナ イ カSε加(〃 θ'αsθ加)'κ 」1畝gfApPELLOF親 イ カ を水 槽 に収 容 して か ら19日 後 の6月12日 午 前
は,外 套 長55㎜ 前 後 の コ ウイ カ科 に 属 す る 小 型 種 で,5時 頃,水 槽 に 入 れ てお い た産 卵 床 に卵 が 産 み付 け ら
本 州 中部 以 南 か ら台 湾 にか けて分 布 す る。 浅海 砂 泥 底 れ て い るの を発 見 した。 産卵 前 後 の 観 察 の 時刻 か らみ
の 藻場 に生 息 す る こ とが 知 られ て お り,え び こ ぎ網 や て,産 卵 は その 前 の約14時 間 の うち に行 な わ れ た と考
定 置 網 で 混 獲 され るが、 ま と まっ て漁 獲 され る こ とは え られ た。
な い。 産 出卵 は,箭 絹 の 水底 に接 した縁 辺 部 に沿 って1層
1976年5～6月 に 長崎 市 近 郊 野 母崎 町 に あ る長崎 大 に,3～4列 をな して,た が い に密 接 して産 み付 け ら
学 水 産学 部 附 属 水 産 実験 所 にお いて本 種 を飼 育 した と れ て お り,総 数 は42個 で あ った(Fig.1)。 卵 は全 く発
こ ろ,水 槽 内 で産 卵 した。 しか し,そ の卵 は発 生 せ ず,生 しな か っ た。 荒lll(1960),片 岡(1960)に よ る と
未 受 精 卵 と考 え られ た が,こ れ まで に 本種 の 卵 につ い コ ウ カ イS.εSCπ1顔 如 の交 接 か ら産卵 までの 時 間 間隔
ての 報 告 は な く,ま た,本 卵 は他 の コ ウイ カ類 の 卵 に
な い特 徴 を有 して いた の で そ の形 状 を報 告 す る。
親 イカ は,同 年5月24日 に野 母 崎 町 地先 の定 置 網 で
漁獲 され た雌1個 体(外 套 長55㎜)で あ る。 これ を60×
30×36cmの ガ ラ ス水 槽 に収 容 した。 水 槽 は底 に砂 を敷
い て底 面 ろ過 と し,産 卵 床 と して25×15cmの 針金 枠 に
鯖絹 を張 った もの1枚 を水 槽 内 に垂 直 に立 て て お い た。Fig.lEggmassofSθ 加(漉 嬬 ゆ α)!〃1∂6顧,
餌 は,生 きた ス ジエ ビ類 を適 宜与 え た。attachedtoMUIIer'sgauzeinanaquarium・
Whitescale=50mm.
*長 崎大 学水産学部 附属水産実験所 業績,Nα64。
28 夏苅：ハナイカの卵
は数分～数日とされている。このことを考えあわせる
と，このハナイカは交接することなく未受精卵を産ん
だものと考えられる。
　産出されたハナイカの卵は，1個ずつ卵のうにつつ
まれている。卵のうは球に近い楕円体で，これまでに
報告されている他のコウイカ科のイカの卵のうと同様，
その長径方向の一端が，付着のための短い柄を形成し
ている（Fig．2）。その柄の端は平面で，他種のそれの
Fig．2．　An　unfertilized　egg　of　SePia　（Mettzsepia）
　　　tullbergi　Lateral　view．　White　scale　＝
　　　5mm．
様に叉状になっていないが，この卵のうの柄状部の形態
は，産卵基質によって変化することも考えられる。反
柄側の端は丸く，とがっていない。この形態は，その
部分が西洋梨形にとがっているコウイカ（山本，1942
a），カミナリイカ（広瀬，1956），コブシメ（Okutani，
1978），S．（）fficinalis　（Mangold－Wirz，1963），シリヤケ
イカ（山本，1942b）など同じくコウイカ科に属するイカ
の受精卵の卵のうと違う。卵のうの色は乳白色であった
が，同じ様に乳白色であるコウイカ，カミナリイカ，コブ
シメの卵のうより透明で，卵のうの表層をはがさなくても
内部の構造をよく観察できた。卵のうの内部構造は，他の
コウイカ類の卵のうに等しく，卵を中心として同心円
状の薄層が数十層，卵を取り巻いている。産出後間も
ない卵のうの柄状部を除いた大きさは，長径
11．11～1428㎜（10個の平均，12，03㎜），短径
9．20～10．79㎜（同，9．82㎜）であった。
　卵は，ほぼ鶏卵形で，淡黄色を呈し，その大きさは，
長径4．56～5．16m（10個の平均，4．76㎜），短径
3．31～3，81㎜（同，3．54m）であった。
　最後に，本報告をまとめるにあたって，種々の御助
言をいただいた本学の道津喜衛教授，千田哲資助教授，
田北　徹教授にお礼申し上げる。また，親イカの採捕，
飼育を手伝ろていただいた当時の本学学生平井明夫氏に
深謝する。
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